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2.8.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
袴田 果愛 複合アミューズメント施設におけるグループ CRM の提案 
アミューズメント施設はグループでの来店が多いため，客層の拡大を図るには来店グループ
の傾向を正確に把握し，有効なプロモーションを行う必要がある．本研究では，アミューズメ
ント施設を対象に顧客間の関係を推察し，来店するグループの特徴を分析するグループ CRM を
提案する．GCRM 実現にあたり，1グループ単位で顧客管理を行い，グループの構成と利用傾向
の把握及び売上向上を支援する顧客管理システムの構築を行う． 
外久保 貴之 在宅介護サービスを対象とした情報共有ネットワークの構築 
在宅介護サービスは自宅での生活を希望している要介護者に対し，生活をサポートするため
に提供される介護サービスである．本研究では，要介護者の利用者情報，ケアプラン情報等を
管理し，関係機関での情報共有を行う．また， ＰＤＣＡサイクルを用いたケアプランの運用，
評価について提案し，在宅介護サービス支援システムを構築する．この提案により一貫した介
護サービスの実現とケアプランの質の均一化を目指す． 
中鉢 翔 地域資源と施設を活用した健康増進活動支援システムの構築 
近年，日本は生活環境の改善や生活習慣の変化に伴い，疾病構造の中心が高血圧症や糖尿病
などの生活習慣病に移っている．このような疾病への対処は医療サービスのほか，患者ら医療
受診者側の取り組みが必要である．本研究は，利用者の身体情報の管理や健康増進活動情報，
地域の健康増進資源と施設の情報を活用し，利用者に対して健康増進資源・施設を推薦する．
これにより，生活習慣病の予防と個人の健康増進活動の促進を目指す． 
畠山 渉 農業集落を対象とした農地情報管理システムの構築 
農地台帳による農地管理手法が衰退傾向にあり，農業集落にとって農家が持っている農地の
情報把握が難しい．これが原因で営農指導不足，農地希望者への農地情報不足が問題で，耕作
放棄地の増加も目立つ．本研究では，農業集落が主体となり自集落の農地管理をするシステム
の提案をした．管理した農地情報から耕作放棄地予防のための営農指導計画作成支援，空き農
地情報の公開をし，農業集落の活性化を支援するシステムの構築をした． 
引木 宇紘 農商工連携支援システムの構築 
農林水産省と経済産業省が共同で支援している農商工連携にクラウドファンディングの考え
を取り入れ事業者のネットワーク形成から事業化までの流れの提案とその活動を支援する情報
システムの構築を行う．これにより，農商工連携の活性化を目指す．このシステムでは，ビジ
ネスアイデアを持たない事業者のアイデア形成支援，連携パートナーを探す事業者のマッチン
グ，事業スタートアップ時の資金調達を行う． 
横澤 弘樹 呉服店における呉服レンタル業務支援システムの構築 
近年，呉服店の多くは顧客のレンタル需要に合わせて，販売からレンタルを主軸とした業務
へ移行した．現状は商品の仕入れ値と，貸出回数によって呉服レンタル価格を決める方法が用
いられているが，必ずしも需要を考慮したものとは言えない．本研究では、価格調整を行う時
期の管理・在庫回転期間の把握を行うための呉服店のレンタル業務支援システムを構築する．
このシステムに蓄積されたデータを用いて，価格の意思決定を支援する 
 
2.8.経営情報システム学講座 
105 
(b) 博士(前期)論文概要 
ソフトウェア設計学講座（菅原 I研）に同じ 
(c) 博士(後期)論文概要 
ソフトウェア設計学講座（菅原 I研）に同じ 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
ソフトウェア設計学講座（菅原 I研）に同じ 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
ソフトウェア設計学講座（菅原 I研）に同じ 
 (f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
ソフトウェア設計学講座（菅原 I研）に同じ 
2.8.4. その他の活動 
従来からの経営資源である「人」「モノ」「金」に加え「情報」を重要な資源として位置づけ，経営システムの
複雑化と経営規模の拡大によって発生する経営課題へ対応するための経営管理技法と情報システムの適用技術を講
議し，CIM，CAD/CAM，SCM 等のシステム化プロセスや，受注発注，在庫管理などの業務アプリケーションソフトウェ
アを演習により体験する． 
一方，経営，生産．社会システムの各分野における基本的な問題解決法として，オペレーションズ・リサーチや
統計解析を基にしたモデリングの方法を講議し，演習を通じ，経営環境の変化に対応するためのシステムアプロー
チについて，実務的な応用例を養成する． 
  
